
埼
玉
県
に

b
け
る
明
治
初
期
の
繊
維
産
業

田

村

正

夫

は

カ1

き

し

①
 

関
東
地
方
は
、
産
業
革
命
前
後
に
お
い
て
、
わ
が
国
最
大
の
織
物
地
帯
を
内
陸
に
擁
し
、
ま
た
、
近
世
以
来
の
政
治
的
中
心
地
東
京
と

埼玉県における明治初期の繊維産業

こ
れ
に
近
接
す
る
最
大
の
生
糸
輸
出
港
横
浜
を
有
し
、
さ
ら
に
富
岡
製
糸
場
の
設
立
を
み
た
こ
と
な
ど
の
諸
点
か
ら
、
繊
維
産
業
の
上
で

注
目
す
べ
き
幾
多
の
問
題
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
関
東
地
方
に
お
い
で
も
、
当
時
全
国
的
な
傾
向
で
あ
っ
た
綿
織
物
生
産
の
停

滞
衰
退
と
こ
れ
に
代
わ
る
蚕
糸
業
の
発
展
が
み
ら
れ
た
。
本
稿
で
は
、
と
の
全
国
的
な
傾
向
が
、
関
東
地
方
の
中
で
も
水
陸
交
通
を
通
じ

て
東
京
と
き
わ
め
て
密
接
な
結
び
つ
き
を
も
っ
て
い
た
埼
玉
県
に
お
い
て
い
か
に
し
め
さ
れ
て
い
た
か
を
分
析
し
た
い
。

一
、
概

況

明
治
七
年
五
月
、
県
庁
か
ら
租
税
寮
宛
に
提
出
さ
れ
た
「
咋
六
年
分
管
内
産
出
物
品
」
お
よ
び
、
同
一

O
年
八
月
に
お
け
る
岡
県
の
記

録
で
あ
る
『
管
内
物
産
一
万
円
以
上
ノ
モ
ノ
明
治
八
年
ノ
調
査
ニ
シ
テ
猶
即
今
日
繋
ス
ル
ト
コ
ロ
ヲ
朱
書
』
し
た
も
の
に
よ
っ
て
、
繊
維

関
係
の
生
産
額
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

61 

明
治
六
年
と
、
同
八
・
一

O
両
年
の
数
字
は
、
対
象
地
域
が
異
な
る
た
め
、
三
年
次
に
わ
た
る
推
移
を
み
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
す
な
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わ
ち
、
明
治
六
年
は
旧
管
地
(
足
立
・
埼
玉
・
葛
飾
八
武
蔵
・
下
総
V
の
三
郡
)
、

同
八
・
一

O
両
年
は
旧
熊
谷
県
(
入
間
・
高
麗
・
新

座
・
比
企
・
横
見
・
大
豆
・
璃
擢
・
榛
沢
・
男
会
・
児
玉
・
賀
美
・
那
珂
・
秩
父
の
一
三
郡
)
を
含
め
る
地
域
を
、
そ
れ
ぞ
れ
対
象
と
し

て
い
た
。
な
お
、
明
治
六
年
の
蚕
種
紙
・
生
糸
の
生
産
額
は
、
旧
管
地
三
郡
の
「
田
畑
作
徳
一
カ
年
凡
平
均
比
較
略
表
(
明
治
六
年
)
』

に
よ
っ
た
。
ま
た
、
明
治
八
・
一

O
両
年
に
お
け
る
F
生
糸
F

・
H
H

製
糸
g

の
相
違
は
、
後
者
が
機
械
製
糸
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
前

者
は
こ
れ
を
除
く
一
般
製
糸
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
八
・
一

O
両
年
次
を
比
較
す
る
と
、
生
産
額
の
増
加
傾
向
は
、
生
糸
に
お
い
て
い
ち
ぢ
る
し
く
、
繭
・
織
物
(
木
綿
・
絹
)

足

袋
・
藍
玉
な
ど
は
、

ほ
と
ん
ど
二

l
三
割
方
の
増
産
が
し
め
さ
れ
て
い
る
。
同
九
・
一

O
両
年
の
特
有
物
産
表
に
よ
れ
ば
、
同
八

t
一
O

年
に
お
い
て
、
繭
・
生
糸
・
実
綿
な
ど
の
増
産
が
目
立
ち
、
麻
・
藍
葉
・
紅
花
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
停
滞
を
し
め
し
た
。
そ
し
て
、
藍
葉
・

紅
花
の
減
産
に
は
、

「
本
年
(
明
治
一

O
年
八
筆
者
註
V
)
藍
龍
製
ト
染
工
ト
合
併
場
ヲ
管
下
ニ
二
カ
所
開
設
セ
ン
ト
シ
有
志
ニ
説
諭
シ

②
 

議
法
中
本
年
偶
早
魁
ニ
逢
ヒ
夢
藍
高
価
ニ
シ
テ
利
勘
其
当
ヲ
得
サ
レ
ハ
開
業
ハ
明
十
一
年
ニ
譲
ル
」
と
あ
る
よ
う
に
早
魁
が
影
響
し
、
そ

の
た
め
に
、
染
料
お
よ
び
染
色
工
場
の
設
立
も
延
期
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

織
物
に
つ
い
て
み
る
と
、

一
般
に
廉
価
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
綿
織
物
が
、
こ
れ
よ
り
も
高
価
な
絹
織
物
の
ほ
ぼ
一
六

O
I
二
七

O
%

に
あ
た
る
生
産
額
を
し
め
し
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
絹
織
物
生
産
は
、
大
部
分
、
生
糸
生
産
額
の
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
旧
熊
谷
県

に
集
中
し
、
前
記
の
旧
管
地
三
郡
に
は
僅
か
し
か
み
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、

ほ
ぼ
荒
川
以
東
の
綿
織
物
中
心
地

域
に
対
し
て
、
以
西
の
生
糸
・
絹
織
物
中
心
地
域
が
明
瞭
に
看
取
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
前
者
が
す
で
に
指
摘
し
た
近
世
に
お
け
る
江
戸
の

@
 

下
肥
供
給
圏
や
江
戸
へ
の
読
菜
出
荷
圏
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

埼
玉
県
東
部
の
低
地
で
あ
る
埼
玉
・
足
立
・
葛
飾
三
郡
の
製
糸
業
は
、

「
土
地
既
ニ
開
ケ
農
耕
既
ニ
遍
ク
綿
布
米
穀
モ
亦
富
メ
リ
故



@
 

強
テ
他
ノ
新
利
ヲ
需
メ
ス
首
ト
シ
テ
現
業
ヲ
拡
充
シ
情
勢
ヲ
酌
量
」
し
て
い
た
と
い
う
実
態
の
た
め
に
、
振
る
わ
な
か
っ
た
。
筆
頭
に
挙

埼玉県における明治初期の繊維産業63 

東部 4町lごおける織物産額(明治 5年)

騎

反1

第 1表

! 蕨 l加須(羽

! 反同| 円i 反罰| 円 反i

小倉男帯地 i16臼4，9応9拓5Oq(9伺6，2沼220
1

F 女グ 4，30∞ω0， 3，7η26: 

桟留縞| 刊01 7，9 

青 縞 i2幻1，1ω90 4“4ムμ，1臼50qi2口 1023，8槌80q;6，J3幻70，7，5回80側16仇い，3犯捌制8別刷017，5印90
袴地 4，3却90 8，引，7沌63司
雲斎 I17，870

1 
17，2781 

縞木綿 19，4801 5，690;18， 650! 670¥ 1，0叫 670

白 グ 14，410: l，760i 4，0241 2，0121 4，0241 2，012 
I ，-' -，' l' 

総計 i220，400
j 
178，099

1
35，600，31，330，29，0490， 262i11，42611o，272 

(註) このほか，行田では足袋33万足， 33，500円，草加で、は巾広厚小倉

(縞・綾)織洋服地の生産があった。

(埼玉県史料(内閣文庫所蔵)による)

げ
ら
れ
た
綿
織
物
生
産
の
中
心
集
落
は
、
族
宿
・
加
知
町
・
羽
生
町
・
騎
西
町

-
行
田
町
・
草
加
宿
な
ど
、
中
仙
道
や
荒
川
・
古
利
根
川
沿
い
に
南
北
に
連
な

っ
て
い
た
(
第
1
表
参
照
)
。

小
倉
男
帯
地
・
同
巾
広
厚
洋
服
地
・
袴
地
・
雲

斎
・
足
袋
な
ど
に
つ
い
て
は
右
の
二
宿
田
町
の
生
産
高
が
旧
管
地
三
郡
生
産
高

の
大
部
分
を
し
め
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
小
倉
女
帯
地
・
桟
留
縞
・
縞
木
綿

白
木
綿
な
ど
は
、
こ
の
二
宿
四
町
を
除
く
数
多
く
の
町
村
に
お
い
て
生
産
さ
れ

と
も
に
農
村
家
内
工
業
と
し
て
重
要
な
地
位
を
保
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る

二
、
蚕

糸

業

農
業
経
営
と
蚕
糸
業
経
営
と
の
関
連
を
検
討
し
よ
う
。
米
・
麦
・
大
豆
な
ど

の
穀
物
栽
培
と
、
茶
・
桑
な
ど
の
商
品
作
物
栽
培
、
ま
た
、
繭
・
蚕
種
・
生
糸

の
生
産
に
よ
る
収
益
な
ど
を
比
較
す
る
。
第
2
表
は
、
埼
玉
県
東
部
低
地
の
埼

玉
・
足
立
・
葛
飾
三
郡
に
お
け
る
明
治
六
年
の
「
田
畑
作
徳
一
カ
年
凡
平
均
比

較
略
表
』
を
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
収
益
の
上
で
は
五
段
階
に

分
か
れ
て
い
た
。
収
益
の
最
高
額
を
示
す
蚕
種
紙
は
、
他
を
引
き
離
し
、

てコ
い



第 2表回畑作徳比較表
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2j/Ntl上記叩

|歩|司上一

itl::: 

生糸1貫150匁

反|生糸|製糸 2i綴
歩 I I糸種 1枚

入 i支 出|収

(20円 )1貢米3斗9升2合(1円96銭)米1石8升8合
|村費1斗 ( 50 銭)i ( 5円41.5銭)
l種籾5升 ( 12.5銭))
|干鰯7斗 (2円 ) 1 

i岬米1石 ( 聞 ) :米5斗加
種籾・干鰯 (7円12.5銭)(2円87.5銭)

(4円 ) i貢金 ( 22.4銭)1 (2円48.1銭)
(1円85銭)i村費 ( 40 銭)1

l種麦1斗3升 ( 26 銭)i 
l種大豆 5升 ( 18.5銭)1
IT肥24日 (2円 )1
鷹灰 1俵 (初銭)i
h作金 75銭)i 
瞳・肥代上記に同じ [ 

(17円50銭)1貢金 ( 22.4銭)1 
l村費 ( 40 銭)1
|下肥24荷 (2円 )1 

(26円6制上記に同じ | 
(20円 )1貢金 ( 22.4銭)I 

肘費 ( 40 銭)1 

「下肥36荷 (3円 ) 1 

岡粕・油白・干鰯(2円 ) i 

(匁円 )(自宅・村費・肥代上記に(

1原種2枚 (3円 )1 

(31円94銭)!上記に同じ
(2円15銭)I 
(2円28銭)I 

すで
i且ム

(2円35.5銭)

(14円87.6銭)! 

(24円 3.6銭)

(19円37.6銭)

(23円37.6銭)

(27円74.6銭)

円nv 
d
性

紙
紙
肥

種
原
外

.
-
並
円

費
税
・

村
紙
代
費
一

・
原
紙
雑
一

金
・
原
代
一

貢
税
並
し

釦

一

'
i
 

円
以
N

FD
ロ
l

m
9
 

匁A
U
 

A
U
 

'
w
v
A
F
h
u
 

併し貫

巧

d
n
L

紙
繭

種
売

蚕
出蚕

種
紙

(65円 61銭)



で
生
糸
・
製
茶
・
繭
、
生
茶
・
・
刈
桑
、
水
因
子
作
、
水
田
小
作
・
畑
手
作
・
畑
小
作
の
順
で
あ
っ
た
。
蚕
種
紙
生
産
は
高
額
の
支
出
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
遥
か
に
上
廻
る
高
額
出
荷
が
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
輸
出
不
振
に
遭
遇
す
る
や
、
生
産
の
激
減
を

き
た
し
、
収
益
の
上
で
蚕
種
紙
に
つ
ぐ
生
糸
・
製
茶
・
繭
な
ど
の
生
産
が
拾
頭
し
た
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
特
に
、
桑
畑
・
茶
畑
な
ど
が
、
普
通
畑
と
著
し
い
収
益
差
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

蚕
種
紙
の
販
路
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
、
国
内
用
と
輸
出
用
と
の
融
通
が
許
可
さ
れ
た
が
、
埼
玉
県
に
お
い
て
は
、
明
治
七
年
六
月

こ
れ
に
つ
い
て
の
布
達
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
蚕
種
輸
出
ブ

l
ム
に
際
し
て
、
園
内
用
を
輸
出
用
に
き
り
か
え
る
た
め
の
措
置
で
あ
っ

た
が
、

輸
出
不
振
に
陥
る
と
逆
に
輸
出
用
を
園
内
用
に
転
向
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

両
用
の
融
通
が
改
所

も
っ
と
も
、

や
が
て
、

の
廃
止
を
意
味
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、

つ
ぎ
の
神
奈
川
県
布
達
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
年
九
月
に
、

「
本
年
六
月
五

埼玉県におる明治初期の繊維産業

日
正
院
第
六
十
号
公
布
ニ
蚕
種
紙
国
内
用
海
外
輸
出
ト
モ
更
ニ
一
様
ノ
印
紙
下
渡
云
々
但
蚕
種
取
締
規
則
第
一
則
第
十
節
但
書
其
外
四
廉

内
外
用
ニ
関
渉
ノ
条
款
ハ
廃
止
其
他
ハ
都
テ
規
則
ノ
趣
確
守
可
致
ト
有
之
候
処
右
廃
則
ノ
内
三
廉
ハ
改
所
於
テ
国
内
用
亦
海
外
輸
出
ノ
分

ヲ
彼
是
振
換
候
節
ノ
取
扱
方
有
之
候
ヨ
リ
一
概
一
一
改
所
モ
被
居
候
儀
ト
心
得
候
モ
ノ
モ
有
之
趣
ニ
候
得
ト
モ
右
取
締
規
則
中
ニ
免
許
印
紙

無
之
蚕
種
紙
内
外
売
買
禁
止
(
第
一
則
中
第
十
五
節
)
其
他
不
正
ノ
品
売
買
致
シ
候
モ
ノ
共
罰
則
記
載
相
成
居
候
故
前
記
ノ
通
廃
則
ノ
外

ハ
都
テ
規
則
ノ
趣
確
守
可
致
ト
有
之
加
之
本
年
(
二
月
八
日
)
正
院
第
十
七
号
ヲ
以
右
規
則
中
其
日
間
取
上
科
料
取
立
ノ
事
ヲ
記
載
セ
サ
ル

条
ニ
背
ク
者
ハ
五
円
以
内
ノ
罰
金
可
申
付
旨
公
布
相
成
芳
蚕
種
紙
改
所
ハ
依
然
存
置
候
儀
ニ
テ
改
方
致
シ
不
申
候
テ
ハ
取
締
筋
不
相
立
候

間
入
港
ノ
蚕
種
紙
ハ
改
所
へ
差
出
改
請
候
上
自
家
へ
引
取
候
様
致
シ
詐
偽
隠
匿
ノ
所
為
致
ス
間
敷
此
旨
布
達
候
事
」
と
達
せ
ら
れ
た
。

明
治
九
年
に
お
け
る
全
国
の
輸
出
用
余
剰
蚕
種
紙
一
六
七
、
六
九
六
枚
は
、
第
一
国
立
銀
行
に
お
い
て
抵
当
流
れ
と
な
っ
て
い
た
。
そ

65 

こ
で
、
翌
一

O
年
、
原
種
の
予
備
と
し
て
各
府
県
に
分
賦
さ
れ
た
が
、
埼
玉
県
に
対
し
て
は
一
二
、

0
0
0枚
が
割
り
当
て
ら
れ
た
。
県
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は
、
需
要
者
の
姓
名
数
量
を
区
毎
に
ま
と
め
て
、
同
年
二
月
一

O
日
ま
で
に
報
告
す
る
よ
う
に
一
般
に
指
示
し
た
。

ま
た
、
県
は
同
年
一

O
月
、
告
諭
に
よ
っ
て
秋
蚕
種
紙
の
製
造
を
禁
じ
、
万
一
、
製
造
し
た
場
合
は
、
そ
の
数
量
を
、
蚕
種
製
造
組
合

員
な
ら
ば
頭
取
へ
、
非
組
合
員
な
ら
ば
戸
長
へ
報
告
す
べ
き
こ
と
を
規
制
し
た
。
県
が
、

一
応
、
そ
の
生
産
を
禁
じ
な
が
ら
も
、
実
績
に

つ
い
て
の
報
告
義
務
を
課
し
た
と
と
は
、
春
蚕
の
補
足
と
し
て
の
秋
蚕
の
進
出
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
。
秋
蚕
が
輸
出
用
蚕
種
で
は
な

く
、
専
ら
国
内
需
要
を
前
提
と
し
て
い
た
以
上
、
秋
蚕
の
進
出
は
製
来
業
の
発
展
を
意
味
し
て
い
た
。
な
お
、
同
告
諭
に
は
、

「
昨
八
年

二
月
第
三
十
二
号
公
布
蚕
種
製
造
組
合
条
例
ハ
独
リ
其
組
々
ノ
者
ノ
ミ
守
ル
規
則
ニ
テ
組
外
ニ
在
テ
ハ
規
則
ニ
遵
ハ
ス
怒
ニ
シ
テ
ヨ
キ
モ

ノ
ノ
様
誤
ノ
者
コ
レ
ア
ル
ヨ
シ
相
聞
へ
以
ノ
外
ノ
心
得
違
ナ
リ
」
と
あ
っ
て
、
組
合
へ
の
加
入
は
、

一
応
、
自
由
で
あ
っ
て
も
、
組
合
員

の
行
動
が
一
般
の
規
範
と
な
る
べ
き
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
て
い
た
。

明
治
六
年
三
月
に
大
蔵
省
第
四

O
号
布
達
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
生
糸
売
買
に
お
け
る
鑑
札
制
度
は
、
生
糸
製
造
取
締
規
則
の
廃
止

(
同
一

O
年
四
月
)
に
伴
い
、
同
一

O
年
五
月
、
廃
止
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
六
月
一

O
日
、
区
戸
長
が
鑑
札
を
一
括
し
て
改
会
社
へ
返
納

一
五
日
、
と
れ
を
大
蔵
省
へ
返
還
し
た
。
生
糸
製
造
取
締
規
則
が
廃
止
さ
れ
た
後
に
お
け
る
製
品
の
取
締
に
関
す

る
唯
一
の
規
制
は
、
巻
紙
の
統
一
で
あ
っ
た
。
当
局
は
、
生
糸
の
製
造
・
取
引
に
関
す
る
制
度
に
つ
い
て
、
勧
業
掛
に
対
し
て
、
「
甲

生
糸
製
造
取
締
規
則
及
生
糸
鑑
札
渡
方
規
則
共
揮
テ
廃
ス
ル
事
、
乙
右
両
則
ヲ
廃
ス
ル
ト
モ
独
リ
提
糸
巻
紙
ノ
件
ノ
ミ
ヲ
可
存
事
、
丙

右
両
則
ト
モ
存
シ
置
キ
其
不
適
当
ト
見
認
ル
モ
ノ
大
ニ
之
ヲ
改
正
ス
ル
事
」
の
三
案
を
諮
問
し
た
。
そ
の
結
果
、
同
掛
青
木
伝
四
郎
外
四

名
の
答
議
は
、
丙
案
で
あ
っ
た
が
、
当
局
は
乙
案
を
断
行
し
た
の
で
あ
る
。
巻
紙
統
一
の
理
由
は
、
「
巻
紙
一
定
セ
サ
レ
ハ
亦
外
人
ノ
口

供
ヲ
醸
シ
内
地
人
民
困
却
ヲ
生
セ
ン
モ
計
リ
難
」
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
巻
紙
は
一

C
C枚
二
銭
五
厘
(
と
れ
は
生
糸
改
方
規
則
第
二
則

し
、
さ
ら
に
同
社
は
、

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
た
)
で
、
生
糸
改
所
が
販
売
に
あ
た
っ
て
い
た
。
な
お
、
改
所
は
一
八
カ
所
で
崎

そ
の
位
置
は
つ
ぎ
の
通
り



で
あ
っ
た
。

埼
玉
郡
:
・
加
須
町
・
羽
生
町
・
行
田
町
、
足
立
郡
・
:
桶
川
宿
、

入
間
郡
・
:
越
生
村
、
大
里
郡
・
:
熊
谷
宿
、
児
玉
郡
:
・
本
庄
宿
・
児
玉
町

-
八
幡
山
町
、
比
企
郡
・
:
小
川
村
、
秩
父
郡
・
:
大
宮
郷
・
管
野
村
・
下
吉
田
村
・
本
野
上
村
・
小
鹿
野
村
、
榛
沢
郡
:
・
寄
居
町
・
深
谷

宿
、
旗
羅
郡
・
:
妻
沼
村
、

郡
別
に
改
所
の
分
布
を
概
観
す
る
と
、
同
年
の
内
国
勧
業
博
覧
会
に
お
け
る
郡
別
出
品
数
の
多
寡
と
ほ
ぼ
符
合
す
る
。
す
な
わ
ち
、

般
に
改
所
の
分
布
が
蚕
糸
生
産
の
分
布
を
し
め
し
て
い
た
と
解
さ
れ
る
。

製
糸
心
得
条
目
(
明
治
一

O
年
)
で
は
、
巻
紙
の
貼
用
実
施
を
、
同
年
七
月
一
日
以
降
と
定
め
(
第
一
条
)
、

元
結
の
太
さ
を
「
百
本

埼玉県におけける明治初期の繊維産業

ニ
付
目
方
六
文
目
以
下
ナ
ル
モ
ノ
(
第
二
条
)
」
に
制
限
し
た
ほ
か
、
輸
出
を
は
じ
め
「
五
貫
目
以
上
取
纏
メ
売
却
ノ
節
」
に
は
、
生
糸

改
所
の
検
査
を
要
す
る
と
と
苅
た
だ
し
改
手
数
料
を
生
糸
一

O
O斤
に
つ
き
一
円
五

O
銭
と
す
る
と
と
(
以
上
第
五
条
)
、

二
つ
取
製
糸

-
玉
繭
挽
・
'
く
る
み
・
太
元
結
・
湿
り
糸
な
ど
の
濫
製
品
売
買
を
禁
ず
る
こ
と
(
第
六
条
)
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。

翌
一
一
年
八
月
に
は
、
前
述
の
生
糸
製
造
心
得
お
よ
び
改
方
が
鹿
止
さ
れ
て
、
新
た
に
製
造
人
心
得
条
目
お
よ
び
生
糸
改
方
規
則
が
設

定
さ
れ
た
。
製
造
人
心
得
条
目
の
第
五
条
に
は
、

「
海
外
輸
出
ノ
品
ハ
勿
論
内
国
用
ト
雌
モ
売
却
ノ
前
必
ス
最
寄
生
糸
改
所
ノ
検
査
ヲ
受

ク
ヘ
キ
事
」
と
定
め
ら
れ
、
検
査
の
実
施
が
、
前
年
の
製
糸
心
得
条
目
の
場
合
よ
り
も
強
化
さ
れ
た
。

つ
ま
り
、
売
却
高
が
五
貫
目
以
下

の
場
合
で
も
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
製
糸
人
が
自
宅
に
お
い
て
販
売
し
た
場
合
は
、
買
取
人
が

そ
の
生
糸
を
改
所
へ
持
参
し
て
検
査
を
受
け
、
手
数
料
を
支
払
う
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
第
六
条
に
は
、

「
自
製
糸
ヲ
直
ニ
開

港
場
へ
持
参
売
却
ス
ル
モ
ノ
ハ
其
旨
ヲ
改
所
へ
届
出
」
て
製
糸
人
が
検
査
の
手
続
き
を
と
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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つ
ぎ
に
、
生
糸
改
方
規
則
に
お
い
て
、
改
所
の
位
置
が
市
場
か
ら
離
れ
て
い
る
場
合
、

そ
の
市
場
へ
改
所
を
仮
設
し
て
役
員
全
員
が
出
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張
す
る
こ
と
(
第
五
則
)
、
生
糸
改
ヲ
数
料
を
買
取
人
が
支
払
う
こ
と
(
第
ア
同
)
、
改
手
数
料
を
前
年
の
四
O
%
近
く
値
上
げ
し
、

貫
目
に
つ
き
一
円
五
O
銭
と
す
る
こ
と
(
第
七
則
)
、

改
手
数
料
お
よ
び
巻
紙
販
売
益
金
を
も
っ
て
改
所
の
運
営
費
に
あ
て
、
な
お
残
金

が
あ
れ
ば
積
み
立
て
て
お
き
、
県
第
二
課
の
指
揮
に
従
う
、

た
だ
し
出
納
計
算
明
細
帳
を
毎
年
二
一
月
一
O
日
ま
で
に
同
課
へ
提
出
す
る

こ
と
(
第
九
則
)
、
な
ど
が
決
め
ら
れ
た
。

生
糸
製
造
取
締
規
則
の
廃
止
に
よ
っ
て
、
製
糸
お
よ
び
生
糸
取
引
に
お
け
る
煩
噴
な
規
制
が
解
か
れ
た
が
、
生
糸
検
査
を
重
視
す
る
傾

句
は
、

ま
す
ま
す
強
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
当
局
が
同
規
則
に
よ
っ
て
製
糸
お
よ
び
生
糸
取
引
を
全
国
的
に
統
轄
し
よ
う

と
し
た
が
果
し
得
、
ず
、

つ
い
に
廃
則
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
以
後
、
そ
の
根
本
使
命
で
あ
っ
た
品
質
の
向
上
に
の
み
力

を
注
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
一

0
年
代
に
入
っ
て
、
全
国
的
に
機
械
化
の
速
度
が
大
き
く
な
っ
た
の
は
、
海
外
市
況
の
好
調

や
園
内
の
好
況
を
反
映
し
た
か
か
る
廃
則
を
具
体
的
な
契
機
と
し
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
な
お
.
明
治
一
二
年
二
月
の
甲
第
一

二
号
布
達
に
よ
っ
て
、
生
糸
製
造
人
心
得
お
よ
び
改
方
規
則
中
、
生
糸
製
造
人
・
生
糸
改
所
の
両
呼
称
以
外
は
、
す
べ
て
生
糸
の
文
字
を

提
糸
と
改
訂
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

明
治
一
八
年
に
お
け
る
製
糸
高
(
単
位
一
O
O
貫
)
は
秩
父
郡
七
O
、
入
間
郡
五
八
、
比
企
郡
三
五
、
児
玉
郡
三
三
、
大
皇
郡
二
六
の

ほ
か
は
五
未
満
で
あ
っ
た
(
第
1
図
)
0

な
お
、
前
年
に
は
、

入
間
郡
が
三
八
一
を
示
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
県
全
製
糸
高
が
二
・
五
倍

以
上
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
同
一
五
年
末
か
ら
一
八
年
に
至
る
不
況
に
よ
る
打
撃
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
同
一
八

年
に
お
け
る
工
場
製
糸
(
座
繰
・
機
械
合
計
)
率
は
約
二
二
%
で
あ
っ
た
が
、
郡
別
に
み
る
と
児
玉
郡
(
三
四
%
)
、
入
間
郡
ご
六
%
)

比
企
郡
(
一
一
%
)
な
ど
が
主
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
旧
管
地
三
郡
の
製
糸
高
の
対
全
県
比
は
約
四
屈
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
北
足
立
郡
で

は
九
八
%
、
北
埼
玉
郡
で
は
六
三
%
の
工
場
製
糸
率
を
示
し
て
い
た
。
そ
し
て
秩
父
・
大
里
・
南
埼
玉
・
北
葛
飾
の
諸
郡
で
は
工
場
製
糸
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布(明治18年)

(!)機械製糸工場
。水力利用製糸工場

・その他の工場

分

が
振
わ
な
か
っ
た
。
明
治
一
八
年
に
お
け
る
機
械
お
よ
び
水
力
利
用
工
場
は
児
玉
・
入
間
両
郡

に
分
布
し
て
い
た
が
、
収
入
金
が
多
か
っ
た
の
は
、
入
間
郡
の
四
工
場
の
ほ
か
、
北
埼
玉
郡
の

一
工
場
を
数
え
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

(第
3
表
)

機
械
製
糸

荒
川
以
西
に
お
け
る
製
糸
業
の
う
ち
、
古
く
か
ら
発
達
し
た
の
は
秩
父
郡
で
あ
っ
た
が
、
伝

統
を
も
つ
だ
け
に
、
容
易
に
改
良
糸
へ
踏
み
き
る
と
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
男
会
・
比
企
・
横

見
・
高
麗
・
入
間
・
新
座
・
大
里
(
荒
川
以
西
)
の
各
郡
で
は
、

一
部
の
自
家
織
生
絹
生
産
を

除
い
て
、

ほ
と
ん
ど
が
生
繭
の
ま
ま
上
州
ま
た
は
八
王
子
へ
売
却
さ
れ
て
い
た
。
明
治
五
年
、

富
岡
製
糸
場
の
開
場
に
伴
っ
て
荒
川
以
西
が
繭
の
定
買
場
に
指
定
さ
れ
て
も
、
改
良
糸
の
生
産

に
は
程
遠
い
状
態
で
あ
っ
た
。

県
は
、
明
治
六
年
七
月
、
富
岡
製
糸
場
へ
の
修
業
入
場
者
二

O
名
を
募
っ
た
。
そ
の
募
集
要

項
に
は
、
付
年
令
を
一
四

l
二
O
才
と
す
る
こ
と
、
同
修
業
年
限
を
一
カ
年
以
上
と
す
る
こ
と

同
入
場
の
際
の
旅
費
お
よ
び
入
場
中
の
諸
賄
を
製
糸
場
が
負
担
す
る
こ
と
、
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
な
お
、
人
選
に
あ
た
っ
て
は
、

⑤
 

「
各
区
人
名
書
上
之
尚
公
選
之
上
名
前
取
極
可
相
達
候
事
」
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
て
い
た
。

上
等
糸
・
下
等
糸
各
々
一

O
O斤
に
つ
き
、
機
械

当
時
(
明
治
六
年
)
、

富
問
機
械
製
糸
と
通
常
手
力
製
糸
と
の
価
格
差
は
大
き
く
、

一
日
工
程
、
手
力
製
糸

製
糸
が
八
五

O
弗
・
六
五

O
弗
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
手
力
製
糸
は
三
七
一
弗
・
九
二
弗
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
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で
は
熟
練
工
で
繭
四
升
、
普
通
工
な
ら
ば
約
二
升
し
か
処
理
で
き
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
機
械
製
糸
で
は
、
熟
練
工
で
は
一
斗
二
升
、
見



o r、
第 3表 織 維 ヱ 場 (明治18年)

職 工 延 人 員
名 地 名 機関運転力 資本金持 経費金特 収入金保

男 女

製糸暢業社 高麗郡上広瀬村l愛知顎力 900(2，160) 7， 000(54， 000) 7，900(56，160) 18，657 (300) 252，963(256) 266， 076 (290) 
製

グ器械水車 入間郡小室村 水力(3馬力) 300 5，500 5，800 21，000 7，850 31，300 

グ武陽社 グ松郷 蒸 気 カ6，805 34，052 40，857 30，000 476，260 486，260 

糸グ 妄=芳雪乍:L グ川越町 蒸 気 カ 400 4，500 4，900 81，500 11，199 21，393 

ー持児玉精糸社 児玉郡児玉町 人 力 1，270 2，495 3，765 50 267 288 

武蔵精糸社 賀美郡植付村 水 力1，150 2，450 3，600 50 283 308 

生糸製造所 北足立郡糠田村蒸 気 力1，080 11，800 12，960 30 18 47 
生

長島製糸場 グ 小谷村蒸 気 カ1，440 18，000 19，440 50 66 78 

松社山製糸会 比企郡松山町 坐 按 5( 588) 一(13，692) 5(14，280) 59( 70) 43( 70) 44( 78) 

糸拡業会社 グ増尾村 水 ゴJ 20 50 70 40 80 81 

主殖産会社 北埼玉郡成田町人 力 360 1，080 1，440 16 11 8 

埼社玉精糸会 グ 手子林田I人 カ 23(1，260) 166(29， 340) 189(30，600) 20( 150) 11( 138) 69，948( 151) 

竺民忍行社[グ 行田町 !人 一)川，387(21，州丸町2仰 向 ， 側

(註)株単位100円，以下4捨 5入 制機械製糸 制発機械製糸以外 ( ) 内は前年，その他は明治18年県統計書に

よる。
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習
工
で
も
六
升
を
処
理
し
得
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
機
械
製
糸
な
ら
ば
通
常
手
力
製
糸
の
三
倍
の
作
業
能
率
を
し
め
し
得
た
の
で
あ
る
。

同
年
、

『
製
糸
会
社
設
立
規
則
』
が
つ
く
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
全
国
的
に
ほ
ぼ
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
規
則

(
一
五
カ
条
)
中
に
は
、
特
に
設
立
製
糸
工
場
と
富
岡
製
糸
場
と
の
関
係
を
し
め
し
た
つ
ぎ
の
四
カ
条
が
あ
る
。

第

七

条

諸
般
予
シ
メ
定
ム
ル
ノ
期
ヲ
察
シ
社
長
以
下
取
扱
人
等
ノ
中
凡
三
四
名
ヲ
限
リ
官
員
ニ
従
テ
富
岡
ニ
行
ク
ヲ
請
求
ス
ル
事

第

八

条

既
ニ
富
岡
ニ
行
ク
ヲ
得
ハ
糸
館
ノ
事
物
終
始
ヲ
視
聴
シ
良
法
ニ
依
テ
履
行
シ
将
来
ノ
得
失
ヲ
撰
フ
事

第

九

条

富
岡
ヨ
リ
既
ニ
帰
リ
社
中
ヲ
集
メ
景
況
物
事
具
ニ
語
リ
領
承
セ
シ
ム
ル
事

第
一

O
条

外
国
人
条
約

将
ニ
製
糸
ノ
器
械
ヲ
買
ハ
ン
ト
ス
ル
ノ
件
ヲ
富
岡
ニ
於
テ
外
国
人
ニ
謀
リ
馬
力
幾
許
幾
多
及
ヒ
凡
ソ
到
蒼

ノ
期
限
其
他
機
据
へ
方
自
他
費
区
別
等
詳
細
ニ
記
載
シ
外
国
人
ト
会
社
ト
ノ
間
ニ
仮
条
約
書
ヲ
取
替
セ
置
ク
ヘ
キ
事
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す
な
わ
ち
、
富
岡
製
糸
場
に
対
す
る
「
社
長
以
下
取
扱
人
等
ノ
中
凡
三
四
名
」
の
派
遣
は
、
原
則
的
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、

し
た
が
っ

て
帰
社
後
の
報
告
も
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
洋
式
機
械
の
購
入
に
関
す
る
詳
細
な
契
約
が
富
岡
製
糸
場
を
経
由
し
て
、
外
国

人
と
の
間
に
結
ぼ
れ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
富
岡
製
糸
場
が
製
糸
業
の
全
国
的
機
械
化
の
上
に
果
し
た
役
割
を
示
唆
し
て
い

る
。
長
野
県
北
部
に
お
け
る
先
駆
的
機
械
化
の
要
因
に
は
、
新
興
製
糸
地
域
に
お
け
る
投
資
と
い
う
条
件
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

そ
れ
と
と

も
に
、
設
備
お
よ
び
技
術
面
に
お
い
て
み
る
な
ら
ば
、
前
述
の
事
情
か
ら
、
富
岡
に
比
較
的
近
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。
埼
玉
県

の
場
合
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
新
興
製
糸
地
域
で
は
な
か
っ
た
点
が
、
富
岡
へ
の
近
接
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
駆
的
機
械
化
を
果
し

得
な
か
っ
た
一
因
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
台
地
に
お
け
る
製
糸
場
の
立
地
は
、
後
述
の
埼
玉
郡
持
田
村
製
糸
会
社
の
創
設
(
明
治
八

年
)
よ
り
お
く
れ
明
治
九
年
に
、
秩
父
郡
薄
村
製
糸
会
社
が
設
立
さ
れ
た
の
を
も
っ
て
鳴
矢
と
し
、
富
岡
町
の
韮
塚
直
次
郎
の
発
明
に
よ

71 

る
工
女
一
二
人
繰
の
機
械
が
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
年
、
大
里
郡
熊
谷
駅
の
森
伊
左
衛
門
は
、
自
宅
に
お
い
て
、
旧
来
の
座
繰
製
糸
と
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折
衷
し
、
水
車
動
力
を
利
用
す
る
工
女
一
五
人
繰
の
機
械
を
設
置

し
た
(
一

O
年
一
月
の
製
糸
場
規
模
は
、
竪
六
問
、
横
二
間
半
、

工
人
数
一
五
人
)
。

そ
し
て
、

一
一
年
に
は
、
機
械
を
三

O
人
繰

と
し
、
そ
の
製
品
は
、
浦
和
の
仮
博
物
館
に
陳
列
さ
れ
る
に
い
た

っ
た
。さ

ら
に
、
同
館
の
第
一
期
縦
覧
景
況
報
告
書
(
明
治
一
一
年
)

に
、
製
品
に
つ
い
て
、

「
機
械
製
ノ
捻
ジ
造
リ
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
之

ヲ
尤
優
等
ト
ス
ル
ニ
似
タ
リ
此
糸
菅
ニ
絶
住
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
毎

一
繰
原
質
ト
試
験
糸
ト
ヲ
添
テ
観
客
ノ
仔
細
ニ
之
ヲ
視
之
ヲ
按
ス

ル
ニ
便
ナ
ラ
シ
ム
其
注
意
見
ル
ヘ
キ
ア
リ
」
と
記
さ
れ
て
機
械
製

糸
の
模
範
と
目
さ
れ
た
暢
業
社
が
あ
っ
た
。
同
社
は
、
高
麗
郡
上

ハ
7

7
〉

広
瀬
村
の
豪
農
清
水
宗
徳
が
「
其
妻
努
を
上
州
に
遣
わ
し
製
糸

の
事
を
習
わ
せ
自
分
に
職
人
を
率
て
其
建
築
井
に
器
械
の
装
置
を

⑦
 

絵
図
に
写
さ
せ
」
て
開
設
し
た
も
の
で
あ
る
。
岡
村
に
お
い
て
、

下
村
泰
作
(
場
長
)

清
水
宗
徳
(
副
長
)
両
人
が
、

一O
年
五

月
起
工
し
同
一
一
月
に
竣
工
し
た
が
、
資
本
金
一
六
、

五

O
O円
の

八
割
近
く
を
官
借
金
で
賄
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
自
己
資
金
は
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名 !明治13平日f:!治昨|明治15年|明治16年|明治17年 l明治1昨
! A B IA  B 1 A B 1 A B 1A  BIA B 

製 糸 時 五 60/298j 叫 62/2991 79[ 

グ器械水車

グ武陽社

グ三芳野会社

児玉精糸社

武蔵精糸社i

生糸製造所|

長島製糸場i
松山製糸会社!

拡業会社

殖産会社

埼玉精糸会社l 同 154! 2811551 3211541 4111521 451151 

忍行社向，叫 123i47，側[123;50，9461122155，回71121159，9301 12 

結給量工場の生産額推移第 4表

611 207 871 190 791 293 298! 

場

31 10 

30 

14 

47 

78 

1121288 

44 241 78¥ 211 79 80 17 91 81 161 80 

70 

26 

22 

-1155 

(註) A:製出高単位10貫(忍行社は単位10足)以下4捨 5入

B:製 出 額単位100円

県統計書による

一
、
五

O
O円
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
資
本
の
点
で

は
脆
弱
で
あ
っ
た
が
、
元
来
、
製
糸
業
が
き
わ
め
て
原
料
指
向

的
な
性
格
を
も
っ
以
上
、

旧
熊
谷
県
に
属
す
る
地
域
の
方
が
、

立
地
上
、
よ
り
有
利
で
あ
っ
た
。
原
繭
の
生
産
地
域
、

つ
ま
り

養
蚕
地
域
の
中
心
は
群
馬
県
か
ら
続
く
台
地
北
部
で
あ
っ
た
。

(第
2
図
)
し
か
し
な
が
ら
、
大
規
模
な
機
械
化
の
先
鞭
は
、

こ
の
よ
う
に
南
部
(
高
麗
郡
)
に
お
い
て
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ

り
、
北
部
(
児
玉
郡
)
は
と
れ
よ
り
も
遅
れ
て
群
馬
県
の
影
響

を
う
け
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

(第
4
表
)

暢
業
社
は
、

一
O
年
、
四

O
人
繰
機
械
の
設
置
に
よ
っ
て
発

足
し
た
が
、

二
年
、

「
該
場
は
其
有
セ
ル
器
械
ハ
所
謂
六
十

繰
ナ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
内
地
各
所
ノ
器
械
ヲ
折
衷
シ
其
長
所
ヲ
採

テ
作
レ
ル
モ
ノ
也
其
尤
好
ミ
ス
ヘ
キ
ハ
虚
飾
ヲ
去
テ
実
用
ヲ
専

ラ
ニ
セ
シ
カ
故
ニ
汽
縫
及
汽
管
等
ヲ
除
ク
ノ
外
揮
テ
木
製
ニ
シ

テ
頗
フ
ル
質
素
ヲ
示
セ
リ
然
レ
ト
モ
実
用
専
切
ナ
ル
カ
故
ニ
汽

耀
ノ
如
キ
ハ
唐
銅
製
ニ
シ
テ
全
国
屈
指
ノ
良
縫
ト
言
ヘ
リ
器
械

ノ
精
粗
ハ
暫
ク
摺
キ
蕊
ニ
陳
セ
ル
製
糸
今
此
館
内
ニ
於
テ
上
等
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ニ
位
ス
ル
ハ
何
ソ
喋
々
ヲ
賛
セ
ン
ヤ
嘗
テ
聞
ク
広
瀬
ノ
糸
ハ
上
州
富
岡
磐
城
二
本
松
ノ
製
糸
ニ
譲
ラ
ス
ト
果
シ
テ
然
リ
明
治
一
一
年
五
月

横
浜
ニ
於
テ
伊
国
人
ニ
売
与
セ
シ
所
八
百
斤
(
一
二
貫
目
)
ノ
価
格
洋
銀
六
百
九
十
枚
ニ
当
リ
テ
富
岡
二
本
松
ノ
上
ニ
駕
ス
ル
事
ヲ
得
タ
リ

@
 

蕊
ニ
因
テ
之
ヲ
惟
ヘ
ハ
広
瀬
ノ
糸
ハ
蓋
シ
海
内
第
一
等
ノ
上
品
ト
称
シ
テ
可
ナ
ラ
ン
」
と
い
う
実
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
後
、
暢
業
社
々
員

は
、
清
水
の
発
意
で
、
荒
川
以
西
に
五
カ
所
、

以
東
に
ニ
カ
所
の
製
糸
場
を
新
設
し
た
。
実
用
主
義
の
設
備
投
資
に
成
功
し
た
例
と
し
て

注
目
さ
れ
る
。
な
お
、

一
O
年
の
聞
社
の
規
模
は
、
竪
一
二
問
、
横
六
聞
で
あ
り
、

工
人
数
は
一

O
O人
に
お
よ
ん
で
い
た
。
し
か
し
、

一
三

l
一
八
年
に
お
け
る
生
産
力
は
、
余
り
発
展
し
な
か
っ
た
。

(
第
四
表
)

明
治
一
一
年
現
在
、
こ
の
ほ
か
、
高
麗
郡
飯
能
村
大
河
原
章
平
の
八
人
繰
機
械
製
糸
場
な
ど
が
あ
り
、

@
 

取
リ
以
下
ノ
小
機
械
ヲ
設
ケ
自
宅
製
糸
ノ
モ
ノ
五
カ
所
ア
リ
皆
水
車
或
ハ
足
踏
ヨ
リ
運
転
」
し
て
い
た
。

と
れ
を
ふ
く
め
て
、

十
人

県
全
体
と
し
て
は
、

「
蚕
ハ
管
下
一
般
多
少
飼
養
セ
サ
ル
ハ
ナ
シ
就
中
製
糸
昌
盛
ノ
地
ハ
秩
父
児
玉
賀
美
那
珂
榛
沢
比
企
ノ
六
郡
ナ
リ

追
来
追
々
粗
製
濫
造
ノ
弊
ヲ
洗
除
ス
ト
艶
モ
未
タ
器
械
製
造
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
砂
キ
ヲ
以
テ
各
村
組
合
ヲ
設
ケ
県
庁
ニ
於
テ
機
械
ヲ
製
造
貸
与

@
 

シ
テ
精
糸
ヲ
製
造
セ
シ
メ
是
ヲ
大
集
シ
外
国
直
売
ノ
方
法
ヲ
設
ケ
ン
ト
未
タ
着
手
セ
ス
ト
難
モ
春
来
専
ラ
此
事
ヲ
刻
苦
ス
」
と
あ
る
よ
う

に
、
機
械
化
の
進
捗
は
、
長
野
・
岐
阜
・
山
梨
な
ど
の
諸
県
と
比
較
し
て
必
ず
し
も
は
か
ど
ら
な
か
っ
た
。
と
れ
は
、
旧
来
の
蚕
糸
業
地

と
し
て
す
で
に
発
達
を
遂
げ
て
い
た
こ
と
が
、

か
え
っ
て
北
信
地
域
に
み
る
よ
う
な
画
期
的
な
機
械
化
を
阻
害
し
た
一
因
と
な
っ
た
か
ら

で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
い
か
え
れ
ば
、
園
内
織
物
用
の
生
糸
生
産
が
枢
要
の
地
歩
を
し
め
し
て
き
た
地
域
は
、
輸
出
(
生
糸
)
中
心
の
製

糸
地
域
よ
り
も
、
機
械
化
が
遅
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
両
者
の
生
糸
の
品
質
の
差
に
基
づ
く
こ
と
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
前
者
で

は
す
で
に
出
荷
圏
が
固
定
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
前
者
に
お
い
て
は
、
機
械
製
糸
を
裏
づ
け
る
資
本
投
下
の
余
地
が
少
な

か
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
明
治
一

O
年
の
第
一
内
国
勧
業
博
覧
会
に
、
生
糸
が
比
較
的
広
範
な
地
域
か
ら
出
品
さ
れ
た
が
、
絹



織
物
お
よ
び
絹
綿
交
織
物
の
原
糸
と
し
て
使
用
さ
れ
る
と
と
が
多
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

ohH 

座
繰
製
糸

こ
れ
ら
の
機
械
製
糸
と
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
品
質
を
し
め
し
た
座
繰
製
糸
は
、
秩
父
郡
皆
野
村
の
飯
野
要
兵
衛
、
浅
見
嘉
平
、
児
玉

郡
児
玉
町
の
坂
本
金
十
郎
、
足
立
郡
桶
川
宿
の
川
辺
弁
次
郎
、
下
総
国
葛
飾
郡
椿
村
の
新
田
シ
ヅ
、
児
玉
郡
本
庄
駅
の
木
村
カ
ク
な
ど
に

よ
っ
て
営
ま
れ
て
い
た
。
川
辺
・
新
田
の
両
人
を
除
き
、
残
り
の
四
人
は
秩
父
・
児
玉
両
郡
に
住
居
し
て
お
り
、
旧
熊
谷
県
が
主
で
あ
っ

た
。
木
村
の
座
繰
製
糸
場
は
、

一
二

l
八
七
才
の
工
女
三
六
人
を
数
え
、

一
一
年
八
月
の
行
幸
に
際
し
て
本
庄
駅
構
内
に
お
い
て
実
演
す

る
な
ど
し
て
一
般
の
耳
目
を
惹
い
た
。
そ
の
製
糸
は
「
未
タ
必
シ
モ
内
地
ノ
優
等
ヲ
保
ス
ベ
カ
ラ
ズ
ト
懸
モ
之
ヲ
上
州
前
橋
座
繰
組
ノ
製

③
 

糸
ニ
比
ス
レ
ハ
又
必
シ
モ
上
等
-
一
位
ス
ル
ヲ
覚
フ
也
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
良
質
で
あ
っ
た
。

埼玉県における明治初期の繊維産業

ま
た
、
川
越
町
の
豪
商
島
文
吉
の
支
配
人
西
田
真
は
、
明
治
一

O
年
の
第
一
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
席
し
、
座
繰
製
糸
技
術
に
つ
い
て

大
い
に
啓
発
さ
れ
た
。
彼
は
上
州
か
ら
工
女
二
人
を
招
く
こ
と
を
島
文
士
ロ
に
請
い
、

四
O
人
余
の
女
子
に
そ
の
技
術
を
伝
習
せ
し
め
た
。

か
く
て
、
明
治
一
四
年
、
川
越
に
お
い
て
、
島
文
吉
に
よ
り
六
カ
所
、
そ
の
ほ
か
の
者
に
よ
っ
て
四
カ
所
の
製
糸
場
を
聞
き
、

工
女
数

一、

一五

O
人
を
数
え
て
、
式
州
生
糸
の
名
声
を
博
す
る
に
い
た
っ
た
。
し
か
し
、
上
州
や
八
王
子
に
比
べ
る
と
小
資
本
で
、
金
融
の
便

を
得
難
い
な
ど
の
不
利
な
条
件
が
多
か
っ
た
の
で
?
こ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
、
生
糸
改
正
会
社
(
本
社
を
川
越
町
、
支
社
を
各
郡
に
設

「
工
女
は
其
家
に
て
承
諾
せ
ざ
れ
ば
之
を
雇
い
入
れ
ざ
る
こ
と
を
盟
い
、
又
隔
月
毎
ニ
其
勤
惰
優
等

⑦
 

劣
下
を
検
査
し
六
月
毎
に
大
試
験
を
為
し
其
等
級
を
昇
降
す
る
等
凡
て
其
慣
習
を
一
様
」
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
外
国

置
)
が
設
立
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

宜
輸
入
に
対
し
正
金
銀
行
か
ら
六
万
円
の
融
資
が
図
ら
れ
、
荷
為
替
の
途
も
聞
か
れ
た
。

75 

三
、
織

物

業
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「
生
絹
太
織
ニ
タ
子
縞
紺
木
綿
白
木
綿
等
ハ
管
下
婦
女
子
ノ
常
職
ニ
シ
テ
毎
戸
之
レ
ヲ
織
ラ
サ
ル
ハ
ナ
シ
其
尺
巾
ヲ
改
良

②
 

ス
ル
ノ
蒼
意
ア
レ
ト
モ
良
法
ヲ
得
サ
レ
ハ
未
タ
施
サ
ス
」
と
い
わ
れ
、
原
料
自
給
に
よ
る
在
来
的
な
農
村
家
内
工
業
の
性
格
を
よ
く
し
め

一
般
に
は
、

し
て
い
た
。
木
綿
織
物
は
、

@
 

ル
ヲ
覚
フ
也
」
と
さ
れ
、
流
行
の
中
心
地
東
京
の
需
要
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

「
類
品
種
甚
タ
多
ク
シ
テ
一
々
新
精
ヲ
極
ム
ト
踏
モ
縞
類
ノ
如
キ
ニ
至
ツ
テ
ハ
最
モ
時
好
ニ
適
ス
ル
モ
ノ
ア

織
物
の
生
産
に
伴
っ
て
、
濫
製
の
弊
害
も
著
し
く
表
わ
れ
た
。
県
は
、
明
治
九
年
二
一
月
、
全
区
戸
長
に
対
し
、
各
村
産
出
の
織
物
に

@
 

つ
い
て
、
「
粗
製
ニ
流
レ
尺
巾
ヲ
短
縮
ニ
シ
或
ハ
糊
力
ヲ
仮
テ
重
量
ヲ
偽
ル
」
と
と
を
い
ま
し
め
た
。
同
一
一
年
の
記
録
中
に
も
、
「
布

⑬
 

吊
ハ
其
丈
巾
ニ
定
規
ア
リ
ト
醗
モ
織
ル
者
往
々
之
ニ
違
ヒ
人
ヲ
シ
テ
欺
同
ヲ
受
ケ
ル
ノ
嘆
ア
ル
ニ
至
ラ
シ
ム
」
と
記
さ
れ
、
さ
ら
に
、
我

カ
布
島
ノ
丈
巾
洋
服
ノ
製
ニ
適
セ
サ
レ
ハ
海
外
人
ノ
需
要
ニ
供
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
故
ニ
工
人
ヲ
勧
メ
テ
其
丈
巾
ヲ
改
正
シ
販
売
ヲ
シ
テ
愈

@
 

盛
ナ
ラ
シ
ム
」
と
輸
出
布
自
の
規
格
を
統
一
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

)
 

1
 

(
 
綿

織

物

綿
織
物
中
心
地
域
に
お
い
て
は
、
織
工
場
が
い
ち
早
く
設
立
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
埼
玉
郡
辻
村
の
小
島
惣
五
郎
所
有
の
織
工
場
(
明
治

一
O
年
一
月
現
在
、
敷
地
八
・
五
間
×
二
・
五
問
、

工
人
数
一

O
人
)
は
明
治
五
年
四
月
、
岡
村
の
白
石
丑
五
郎
所
有
の
織
工
場
(
同
じ

く
敷
地
六
・
五
間
×
二
・
五
問
、

工
人
数
一
五
人
)
は
翌
六
年
一

O
月
、
ま
た
、
北
足
立
郡
草
加
宿
の
三
好
芳
次
郎
所
有
の
織
工
場
(
同

じ
く
、
敷
地
六
・
五
間
×
六
問
、

工
人
数
八
人
)
は
同
六
年
一
月
に
、
す
で
に
そ
れ
ぞ
れ
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
機
械
製
糸

場
が
県
内
に
さ
き
が
け
て
つ
く
ら
れ
た
が
盛
大
を
期
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
間
の
事
情
は
、
明
治
八
年
、

「
埼
玉
郡
持
田
村

平
民
三
田
清
太
郎
外
四
人
ノ
者
ヨ
リ
有
志
協
力
ヲ
以
テ
民
立
製
糸
会
社
ヲ
設
立
セ
ン
為
メ
仮
社
長
ヲ
置
キ
会
社
定
款
並
規
則
ヲ
決
定
シ
略

⑪
 

緒
ニ
就
ク
ヲ
以
テ
仮
社
長
ヲ
廃
シ
更
ニ
社
員
ノ
撰
挙
ヲ
以
テ
議
長
ヲ
置
キ
該
則
整
頓
ニ
至
レ
リ
」
と
あ
り
、
県
は
内
務
省
伺
を
経
た
後
、



周
年
一

O
月
、
こ
れ
を
許
可
し
た
。
し
か
し
、
同
社
の
一

O
年
以
降
の
記
録
は
皆
無
で
、

@
 

ハ
ズ
シ
テ
寛
ニ
止
ム
」
と
い
う
実
態
で
あ
っ
た
。
資
本
の
条
件
が
有
利
で
あ
っ
て
も
、
原
料
(
原
繭
)
供
給
面
の
不
利
に
よ
っ
て
、
製
糸

「
県
庁
ニ
於
テ
モ
之
ヲ
勧
奨
ス
ト
雄
モ
資
金
及

業
の
発
展
は
阻
害
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
原
綿
の
生
産
が
、
米
綿
に
よ
る
圧
迫
を
う
け
て
衰
退
し
た
と
は
い
え
、
古
く
か
ら
の
原
綿
供

給
地
に
織
物
業
が
成
立
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

つ
ぎ
に
、
『
工
務
局
月
報
第
三
号
(
明
治
一
五
年
)
』
に
よ
っ
て
、
維
新
宮
前
か
ら
始
め
ら
れ
た
木
綿
織
物
H

二
子
織
の
生
産
・
流
通
の
特

色
を
見
ょ
う
。
お
も
に
、
賃
機
の
形
式
を
と
り
、
労
働
力
(
織
子
)
は
「
東
京
共
他
よ
り
貧
し
き
者
の
児
女
を
僅
少
の
前
金
を
貸
し
て
年

季
一
雇
一
と
し
て
機
織
を
な
さ
し
む
。
其
多
き
も
一
軒
に
一
五

t
一
六
人
に
過
ぎ
ず
。
織
女
の
尤
も
幼
き
者
は
僅
か
に
七
・
八
才
」
で
あ
り
、

織
貸
は
一
反
に
つ
き
一
二
、
三

t
二
五
銭
で
あ
っ
た
。
原
糸
(
洋
糸
)
購
入
額
は
四

O
O万
円
に
お
よ
び
、

「
此
地
方
の
金
融
は
大
抵
比

埼玉県における明治初期の繊維産業

産
物
の
為
に
吸
取
ら
れ
他
の
産
物
の
運
転
に
指
支
え
る
の
勢
い
」
で
あ
っ
た
。
買
続
商
屋
は
、

「
代
償
切
手
渡
し
」
ま
た
は
「
延
払
い
」

に
よ
り
決
算
額
一
四

O
万
円
を
挙
げ
た
川
越
の
五
問
屋
(
中
島
文
平
等
可
決
算
額
一
六

O
万
円
を
数
え
、
「
現
金
払
い
」
を
主
と
す
る
所

沢
の
二
問
屋
(
向
山
小
平
次
等
)
な
ど
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
問
屋
は
、
当
初
、
東
京
問
屋
お
よ
び
上
・
信
州
仲
買
に
荷
続
ぎ
を
し
て
い

た
が
、
や
が
て
、
直
接
、
奥
州
、
東
海
道
か
ら
京
阪
・
中
園
地
方
に
直
売
す
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

東
京
向
け
を
主
と
し
た
岩
槻
の
綿
織
物
は
、

「
金
融
貸
借
上
金
利
大
約
二
割
位
、
然
レ
ト
モ
該
業
者
ハ
各
自
準
備
資
本
相
応
ノ
業
ヲ
務

メ
敢
テ
負
債
ヲ
ナ
シ
テ
之
カ
拡
張
ヲ
要
ス
ル
者
ナ
シ
、
又
、
原
品
ヲ
延
金
ニ
仕
入
六
日
目
又
ハ
十
一
日
目
ニ
代
金
支
払
ノ
慣
習
モ
ア
リ
テ

⑫
 

資
金
流
通
ニ
苦
ム
ノ
様
ヲ
見
ス
」
と
い
う
金
融
面
に
お
け
る
堅
実
さ
を
保
っ
て
い
た
。
幸
子
・
蕨
両
宿
や
塚
越
村
(
北
足
立
郡
)
な
ど
の

綿
織
物
も
、
そ
の
販
路
は
ほ
と
ん
ど
東
京
で
あ
り
、
北
足
立
郡
で
は
、
延
金
売
買
か
ら
現
金
取
引
へ
と
変
わ
っ
た
。

77 

立
地
条
件
と
し
て
は
、
東
京
に
近
接
す
る
と
い
う
地
の
利
を
得
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
が
、
例
え
ば
、
二
子
織
に
つ
い
て
み
て
も
、
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「
独
り
此
地
の
み
之
を
織
る
に
便
利
な
る
に
非
ず
、
唯
当
初
一
、
二
人
の
者
此
業
を
創
め
其
頃
世
の
中
の
好
み
に
中
り
幸
い
に
販
路
の
流

①
 

滑
な
る
」
こ
と
が
留
意
さ
れ
る
。

し
か
し
、
総
じ
て
い
え
ば
、
綿
織
物
生
産
は
、
停
滞
衰
退
の
傾
向
に
あ
り
、
明
治
一

0
年
代
後
半
に
は
、

一
層
こ
の
傾
向
に
拍
車
が
か

げ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

のん

川
越
の
織
物
市
場
と
し
て
の
地
位
は
高
く
、
川
越
浮
織
と
称
す
る
絹
織
物
(
白
斜
子
織
)
に
つ
い
て
も
、

品目

織

物

「
川
越
市
中
ニ
販
キ
該
市
ノ

商
人
大
集
シ
テ
東
京
其
他
へ
売
出
ス
ル
ヲ
以
名
ト
ス
其
実
ハ
入
間
郡
上
広
瀬
村
最
寄
ヨ
リ
織
出
ス
白
七
子
斜
子
織
浮
織
白
練
糸
ヲ
以
テ
織

②
 

ル
ニ
繭
及
ヒ
製
糸
ヲ
撰
ム
刻
苦
尋
常
ノ
比
ニ
ア
ラ
ス
之
ヲ
十
年
前
ニ
比
較
ス
レ
ハ
一
層
ノ
進
歩
ニ
シ
テ
精
良
品
ヲ
出
産
」
し
て
い
た
。

こ
の
ほ
か
、
秩
父
郡
皆
野
村
の
色
裏
絹
、
入
間
郡
越
生
村
の
生
絹
、
足
立
郡
蕨
宿
の
博
多
織
帯
地
・
黒
八
丈
、
同
郡
中
尾
村
の
糸
織
縞

「
曽
テ
糊
ヲ
用
ヒ
ス
純
粋
ト
謂
ヘ
キ
也
但
博
多
織
糸
織
縞
ノ
如
キ
ハ
脅
ニ
糊
ヲ
用
ヒ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
其
色
ア

@
 

ヒ
縞
ガ
ラ
等
能
ク
時
好
ニ
適
ス
ル
ニ
似
タ
リ
」
と
さ
れ
、
綿
織
物
と
同
様
に
、
流
行
の
中
心
地
東
京
の
需
要
を
反
映
し
て
い
た
。

-
八
反
織
な
ど
が
あ
り
、

「
秩
父
郡
中
製
出
ス
ル
生
絹
ヲ
称
シ
テ
世
人
秩
父
絹
ト
言
実
ニ
巾
ノ
短
ナ
ル
ハ
ナ
シ
婦
人
ノ
常
職
ト

②
 

シ
テ
古
今
如
此
土
地
人
気
の
質
朴
ナ
ル
ヲ
以
テ
知
ル
ニ
足
ル
」
と
い
い
、

し
か
し
、
秩
父
絹
に
つ
い
て
は
、

「
秩
父
郡
二
夕
子
縞
ノ
類
数
種
ア
リ
之
ヲ
検
ス
ル
ニ
質
面
紋
密

ニ
シ
テ
深
切
ヲ
尽
ス
ト
臨
モ
惜
ヒ
カ
ナ
未
タ
山
村
ノ
野
陪
ヲ
免
カ
レ
ズ
縞
カ
ラ
モ
時
好
ニ
適
シ
難
タ
ク
自
亦
光
沢
ヲ
有
セ
サ
ル
也
故
ニ
此

②
 

ヲ
一
変
シ
テ
人
ノ
堵
好
ニ
適
ス
ル
ニ
至
ラ
シ
メ
ハ
其
声
価
ヲ
揚
ル
之
ヲ
掌
上
ニ
指
ス
カ
如
ク
ナ
ラ
ン
」
と
さ
れ
て
い
た
。

む

す

び
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(3) 

)
 

4
E
A
 

(
 
ま
と
め
と
し
て
、
生
糸
お
よ
び
織
物
の
郡
別
生
産
高
を
み
る
と
、
製
糸
高
は
圧
倒
的

い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
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に
台
地
に
多
く
、

つ
い
で
山
地
、
平
地
の
順
に
な
っ
て
お
り
、
織
物
生
産
は
台
地
よ
り
も
平

地
に
そ
の
核
心
を
も
っ
て
い
た
。
台
地
の
蚕
糸
業
と
平
地
の
織
物
業
(
と
く
に
綿
織
物
)
は

近
世
以
来
、
著
し
い
地
域
構
造
上
の
対
照
を
も
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
蚕
糸
ブ

l
ム
と
綿
織

物
業
衰
退
の
全
国
的
趨
勢
の
下
に
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
特
有
の
反
応
を
し
め
し
つ
つ
も
、
依

然
と
し
て
そ
の
基
本
的
な
地
域
構
造
を
変
え
な
か
っ
た
。
繊
維
工
場
の
生
産
に
つ
い
て
の
地

5

域
差
(
第
3
・
4
両
表
)
に
も
、
こ
の
傾
向
が
よ
く
反
映
さ
れ
、
繊
維
品
取
引
の
実
態
(
第

3
図
)
も
こ
れ
を
裏
づ
け
て
い
た
。
特
に
大
里
郡
が
養
蚕
お
よ
び
繊
維
品
取
引
会
社
分
布
の

中
心
を
な
し
、
そ
の
東
西
に
繊
維
市
場
が
分
布
し
て
い
た
と
と
が
注
目
さ
れ
る
。

(2) 

織
物
業
の
画
期
的
な
機
械
化
は
の
ぞ
む
べ
く
も
な
い
が
、
製
糸
業
の
機
械
化
も
、
必

ら
ず
し
も
は
か
ば
か
し
く
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
埼
玉
県
が
伝
統
的
な
蚕
糸
業
地
域
で
あ

し
か
し
な
が
ら
、
資
本
の
点
で
す
ぐ
れ
て
い
た
平
地
よ
り
も
、
原
料
供
給
の
点
で
有
利
な
台
地
上
に
製
糸
業
の
機
械
化
が
進
ん
で

っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

註
①

第
三
次
農
商
務
統
計
表
に
よ
れ
ば
、
明
治
一
九
年
、
埼
玉
・
栃
木
・
群
馬
三
県
の
織
物
(
帯
地
を
除
く
)
産
額
合
計
は
、
全
国
産
額
の
四
分
の

一
余
に
達
し
て
い
た
。
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①①  

明
治
一

O
年
一
一
月
一
四
日
埼
玉
県
八
等
属
・
同
一

O
等
属
の
記
録
。

拙
稿
地
理
学
評
論
二
七
巻
二
号
、
近
郊
農
村
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
(
昭
和
二
九
年
)

0

拙
稿
新
地
理
三
巻
二
号
、
運
輸
革
命
以
前
に
お
け
る
近
郊
宿
場
町
(
昭
和
二
九
年
)
。

埼
玉
県
史
料
(
内
閣
文
庫
所
蔵
、
以
下
同
じ
)
第
二
巻
、
勧
農
篇
。

明
治
六
年
七
月
一
一
一
一
日
布
達
、
埼
玉
県
史
料
第
二
巻
。

明
治
六
年
一
一
月
、
製
'
糸
館
ヲ
建
築
セ
ン
ト
ノ
告
諭
吾
、
埼
玉
県
史
料
第
二
巻
。

工
務
局
月
報
、
第
三
号
(
明
治
一
五
年
)

0

明
治
一
一
年
、
仮
博
物
館
(
於
浦
和
)
第
一
期
縦
覧
景
況
報
告
書
。

明
治
九
年
一
一
一
月
一
四
日
、
第
一

1
一
一
大
区
区
・
戸
長
へ
の
論
告
。

明
治
一
一
年
、
「
御
巡
行
ノ
際
調
進
ニ
係
リ
勧
業
着
手
ノ
方
法
ヲ
編
述
セ
シ
者
ア
リ
今
該
ニ
叙
シ
テ
参
考
ニ
供
ス
」
。

明
治
八
年
一

O
月
二
九
日
記
録
、
埼
玉
県
史
料
第
三
巻
。

明
治
一
七
・
一
八
年
、
埼
玉
県
農
商
工
概
況
。

@@@①③⑦@ ① @  




